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定理 1の証明
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定理 2の証明

(1)∀α,b∈ Rη ,∀α,β ∈Rとする。∫とgの合成写像θo/が線形写像であることを確かめる
には

gO/(Cνα tt βb)=α (gO∫ )+β (gO∫ )

が成り立つことを示せばよい。

θOノ (αα tt βb)=gげ (a7α tt βb))

=g(α∫(α)+βノ(b))

=αg(ノ (α ))十 βク(∫ (b))

=α (gO∫ )十 β(go∫ )
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とおぐ このとき,Fの表現行列の定義から
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であ り,θ の表現行列の定義か ら
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である。

より,θ o∫ の表現行列はσFlである。
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∫の与えられた基底に関する表現行列を求めよ。

,R2の基底
ヽ

１

＞

―

ノ

２

　

３

１

　

２

ｒ

ｉ

く

ｌ

ｋ

ヽ

ｌ

ｋ

ｒ

ｉ

ノ

「
―
―
―
―
―
―
―
―
コ

ｂ
ｌ
・ド

ｐ

「
―
―
―
―
―
―
―
―
ロ

ー

　

２

　

２

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

χ
　
　
　
　
　
　
　
，

ヽ

ｌ

ｋ

ｒ

ｌ

ノ

「

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｊ

陶
―
．ド

ｐ

ｌ
■
　
　
１
上
　
　
０
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

０

・
３

５

回

―
‐
‐

ヒ
ｏ
ｊ

ｆ

４

ｔ

５

　

ｒ

ｉ

ノ

ヽ

ｌ

ｋ

Ｆ

　
　
底基

／　
　
　
　
の

。
・

∫

　

力

　

　

Ｒ

題
　
⇒

問
　
＜

５

２

一‐

２

３↓

Ｆ‐

〓
‐
Ｉ
Ｌ

Ｒ
　

　

０

ｇ

　

　

　

ｇ

(2)

R3の基底 :


